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平素より格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上
げます。本年も残すところあとわずかとなり
ました。来年もスタッフ一同、皆様にご満足
頂ける医療提供を心がける所存でございま
すのでより一層のご支援を賜りますよう、お
願い申し上げます。

なお、誠に勝手ながら、年末年始2023年12月29日（金） ～2024年1月3
日（水）は血液透析を除く外来診療は休診させていただきます。

ご不便をおかけしますが、何卒ご理解いただけますと幸いでございます。
引き続き、変わらぬご厚誼の程お願いいたします。

人生の終末期について一度考えてみましょう。
年齢を重ねていくと、いずれ体⼒が落ち、⾷欲も減ってきて、筋⼒も
衰え、次第に歩くことも困難になります。⽼化現象に伴う廃⽤は、誰
にも訪れる当たり前の道程です。⾎液透析患者様の場合は、徐々に通
院透析が困難になっていきます。送迎⾞にも乗⾞出来なくなります。
そうなると、最終的には⼊院か在宅での透析治療を選択する必要が出
てきます。「⼊院での透析」を選ぶか、「在宅での透析」を選ぶかは、
⾃⾝の選択によります。（※在宅透析の代表は腹膜透析です。）
⼊院患者の⽅の約８割が病院外で死にたいと望むという事実が物語っ
ています。最期に⾒える景⾊が、家族の顔や安⼼できる住んでいる場
所であることは、最⾼の幸せと⾔えるかもしれません。
また、⼈⽣の最期は患者さん⾃⾝のものだけではありません。⾒守る
家族も家で看取ることができるということは、幸せなことなのです。
⽣きることは死ぬことです。いつか来る最期を決めるのはご⾃⾝であ
り、家族なのです。コロナ禍が終わり、初めての年末年始で、家族と
集まる機会が多いと思います。⾃分が衰えた時、⾃分が急変した時の
対応など、この機会に⾃⾝の⼈⽣の終末期について話し合ってみては
どうでしょうか。（腹膜透析は在宅で、全て訪問看護師に施⾏してもら
う事が可能です。気になる⽅はスタッフまで気軽に相談してく下さい。）


